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すれば、3 拍子、4 拍子、6 拍子の拍子感覚を理解
して表現することが求められる。しかし、その拍子



























　宮廷舞踏に関する研究は Hilton Wendy 著“Dance 
of Court and Theater”（1997）や Betty Bang Mather






やかに示している。また、Meredith Little は、“Dance 





































































































































































































　メヌエットは 17 世紀から 18 世紀にかけて貴族た
ちに大変人気のあった舞踏である。
　楽譜の表記は 4 分の 3 拍子または 8 分の 3 拍子だ
が、ステップは基本的に（楽譜上の）2 小節がひと
まとまりになっている（舞踏譜 2 参照）。便宜上 2
小節を 6 拍と表記すると、1、3、4、5 拍目でステッ
プを踏む場合と 1、4、5、6 拍目でステップを踏む
場合があり、そのうちムーヴマンを経て体重が乗る












































ンでは 1 小節 2 歩の跳躍ステップを基本として毎小
節の頭に着地する（体重が乗る）。水平方向に進む
というよりも、小節の頭に垂直方向のアクセントが



















































2 つ、つまり付点 4 分音符ごとにしかないシンプル
なものであるのに対し、演奏は毎拍ごとの付点 8 分
音符のリズムに重みをかけてしまっていたのだ。
　舞踏においては、楽譜上の 1 拍目16 で体重が乗り、
2 拍目ではかかとを落とさず身体を運ぶので、ほと










































































































































































































アルバム」を 3 拍子、及び 6 拍子として演奏した際
の拍子感覚の違い（拍の伸縮・強弱・エネルギーの
増減）を数値に表して検証している。以下は「きよ
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 3　図 1 は、拍とステップの関連を端的に示したものであり、
フイエによる舞踏譜集の冒頭に置かれている。ステップは
拍単位で書かれ、小節線によって区切られている。出典：
Raoul-Auger Feuillet, Recueil de Dances (Paris: 1704) Fac-
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